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公益財団法人 日本英語検定協会

大学入試が、変わる

Test of English for Academic Purposes

アカデミック英語運用能力判定試験

http://www.eiken.or.jp/eiken/
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本日のご説明内容

 TEAPについて

 大学入試でのTEAP採用状況

 TEAP団体受験方法について
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高校から大学への「かけ橋」

大学

高校

日頃から
学校で使っている

教科書・教材

アカデミックな
内容で深化・活用

学習指導要領

一般教養・専門教育
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R
LW

S

大学入試

４技能テスト
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TEAPで求めるアカデミックな英語力①

論理的に考える力

大学授業や学習で取
り上げられるような
話題・内容を英語で
理解したり表現でき
る力

専門的な知識を問うテストではありません
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大学での授業・学習で遭遇する可能性の高い場面・状況

講義内容

単位取得に
ついての問
合せ

発表に関す
る学生と教授
とのやりとり

買い物で店員
とのやりとり

TEAPで求めるアカデミックな英語力②
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問題のレベルは英検準２級〜準１級

英検 センター試験

1級

準1級

2級

問題のレベル
(3級〜2級)

準2級

3級

4級

5級

TEAP

問題のレベル
(準2級〜準1級)
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４技能を測定：問題構成とねらい

技能 試験時間 問題数 解答方式

Reading 70分 60問 マークシート（4択）

Listening 50分 50問 マークシート（4択）

・Reading/Listening Test、Speaking Test、Writing Testの3つから構成

・RLは同時受験で、必要に応じてS/Wを利用

Speaking 約10分 4問 面接（面接官と1対１）

Writing 70分 2問 解答用紙への記入

※ SpeakingとWritingの採点は認定された採点者によって行われる。
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Writingの問題構成とねらい
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Speakingの問題構成とねらい

Speakingの問題構成とねらい
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技能別スコアと
CEFRレベル

学習
アドバイス

Can-do

個人成績表のイメージ
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7月23日（日） 10月1日（日） 12月3日（日）

R L
6,000円 ○ ○ ○

RLW
10,000円

○ ○ ○

RLWS
15,000円

○ ○ ○

申込期間 5月15日～6月29日 7月24日～9月7日 9月25日～11月9日

コンビニ・郵便局ATM

申込受付
6月18日(日） 8月27日(日） 10月29日（日）

クレジットカード
申込受付

6月29日(木） 9月7日（木） 11月9日（木）

選べる受験パターン

2017年度 試験日程
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⑤何回でも受けられる全国12カ所で実施

札幌、仙台、東京、
千葉、埼玉、横浜、
静岡、名古屋、大阪、
広島、福岡、金沢
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1回目 2回目 3回目 合計

4,739 4,244 4,867 13,850 

合計:13,850名

【結果】2015年度から5.5%増（2015年度13,126名）

10,067

13,126 13,850

0

5,000

10,000

15,000

2014 2015 2016

2016年度志願者数
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RLWS
76.5% 

RLWS
40.4%

RL
21.8% 

RL
58.4%

RLW
1.7% 

RLW
1.2%

0 5,000 10,000 15,000

2016

2015 【結果】
 RLWS志願者は昨

年度より倍増
 RL志願者は昨年

度の40％に減少

4技能志願者数が倍増
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本日お伝えしたいこと

 TEAPについて

 大学入試でのTEAP採用状況

 TEAP団体受験方法について
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主要大学の外部検定採用状況
※2017年3月6日『AERA』より抜粋

 TEAP・英検・ IELTS・TOEFL iBTの
採用率が高い

 上智大学は全枠４技能に踏み切り難易
度が上がったが志願者はキープ

 早稲田大学・法政大学・東洋大学は外
検利用入試を併願可能な制度とし、志
願者を大きく伸ばした

英検・TEAP
提出率が圧倒的
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上智大学（2017年度入試）

※2017年度入試より全学部・
全学科で４技能スコアが必要

※PBT（通常）版

⇒複数回受験した場合、各技能ごとに

最も高いスコアを組み合わせて出願

することが可能

※今年度よりTEAP CBTも採用

⇒CBTは総合点のみで出願が可能

（技能別最低点はなし）
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一般入試 英語4技能テスト利用型
【文学部・文化構想学部】

出願要件としてのスコア提出

４技能合計280以上＋各技能65以上

TOEFL iBT IELTS TEAP 英検

60 6.0 280
1級／準1級（2016年3月受験まで）

CSE2200（2016年4月受験以降）

基準点（4技能合計）

早稲田大学（2017年度入試より採用）
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立教大学（2018年度入試より変更）

一般入試「グローバル方式」

出願要件としてCEFR B1レベルの英語力が必要

（異文化コミュニケーション学部のみB2レベル）

４技能合計

全学部で実施

TOEFL

iBT
IELTS

TOEIC &

TOEIC SW

GTEC

CBT
TEAP 英検

42 4 790 1000 226 2級
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出願要件としてスコア提出＋スコアに応じて加点

（外国語以外の試験科目の合計点に加点）

TEAPのスコア基準

総合点 Reading Listening Writing Speaking

出願要件 230 60 60 45 45

20点加算 260 65 65 50 50

30点加算 280 70 70 60 60

一般入試 英語4技能試験活用方式
【経営学部】

明治大学（2017年度入試より採用）

明治大学　英語4技能試験活用方式

学部
2017

募集人員
2017

志願者数
倍率

経営 40 174 4.4
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青山学院大学（2017年度入試）

一般入試 B方式／C方式

B方式 C方式 2技能 4技能

文学部 英米文学科 ●
280

（かつ各技能65）

総合文化政策学部 ● 100

地球社会共生学部 ● 110

経済学部 ● ※

経営学部 ● ※

方式 出願基準スコア

文学部・総合文化政策学部・地球社会共生学部⇒
出願要件

経済学部・経営学部
⇒TEAPスコア（2技能）をそのまま合否に活用
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本日お伝えしたいこと

 TEAPについて

 大学入試でのTEAP採用状況

 TEAP団体受験方法について
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TEAPの団体受験方法について

クーポン利用型

団体受験申請された学校（団体）様に「団体受験受け入れ
校専用クーポンコード」を発行します。生徒様はクーポンコードを
使って、個人で受験申込します。
※試験日ごとに団体受験申請が必要です。申請内容を確認します。

受験地
全国１２都市の公開会場（札幌､仙台､埼玉､千葉、東京､
神奈川､静岡､金沢､名古屋､大阪､広島､福岡）

対象
公費助成や学校経費などを利用して学年単位やクラス単位での
全員受験を希望する学校（団体）様

受験料 RL6,000円、RLW10,000円、RLWS15,000円

支払方法 受験料の全額または一部を学校（団体）様にご請求します

試験結果

①試験日の約３週間後に受験者へ成績表１通送付
（ウェブでも確認できます）
②学校（団体）の責任者様は、成績利用団体登録のうえ、受
験した生徒様の成績データを取得し、管理・分析できます

2017年度第２回･第３回のTEAP団体受験校を募集します！
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2017年度 クーポン利用型申込スケジュール

第2回 第3回

実施日 10/1（日） 12/3（日）

団体申請期間 6/12（月）〜7月7日（金） 8/14（月）〜9/8（金）

クーポンコード引渡期間 7/10（月）〜7/14（金） 9/11（月）〜9/15（金）

お申込受付期間 7/24（月）〜9/7（木） 9/25（月）〜11/9（木）
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お問合せ

• 教育事業部４技能推進課

• 03-3266-8486

• support-kokusai@eiken.or.jp

申請書

• メール添付で以下を送付します

• 団体専用クーポン利用型申請書

• 覚書（規約）

提出

• 申請書に必要事項をもれなく入力

• 覚書に住所・学校名・代表者名を入力

• メール添付にてsupport-kokusai@eiken.or.jp 提出

申請書の入手・提出方法

25



© Eiken Foundation of Japan, All rights reserved© Eiken Foundation of Japan, All rights reserved

TEAP団体専用クーポン利用型申請書・覚書
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クーポン
コード発行

• 申請内容の確認後、クーポンコードを発行します

• 担当者よりクーポンコードをご案内

説明会

• 生徒様対象のTEAP試験紹介・申込方法説明会
を実施（必要に応じて）

受験申込
• 生徒様が各自で受験申込

クーポンコード発行〜受験申込
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お気軽にお問合せ下さい！


